
 

  

本活動は、公益財団法人日本財団「令和６年能登半島地震に関わる支援活動事業」

の助成をいただいています。 
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令和 6 年能登半島地震の発生に際して 

 

１ 概要 

(１)発生日時  令和 6 年 1 月 1 日 午後 4 時 10 分  

(２)震源及び規模（暫定値）  

○場所：石川県能登地方（北緯 37.5 度、東経 137.3 度）  

○規模：マグニチュード 7.6（暫定値）  

○震源の深さ：16ｋｍ（暫定値）  

(３)石川県内の震度（震度５強以上） 

〇震度 7 志賀町、輪島市  

〇震度 6 強 七尾市、珠洲市、穴水町、能登町  

〇震度 6 弱 中能登町  

〇震度 5 強 金沢市、小松市、加賀市、羽咋市、かほく市、能美市、 宝達志水町  

（気象庁情報 2024 年 3 月 19 日 14 時現在） 

 

 (４)地震活動の状況 

１月に能登地方で震度１以上を観測した地震は 1546 回。１月１日から３日は１日 100 回を 

超えていたが、次第に回数は減少。２月に能登地方で震度 1 以上を観測した回数は 144 回。

２月１日と 27 日は 10 回を超えたが、それ以外の日は 10 回を下回った。３月に能登地方で

震度１以上を観測した回数は 46 回。一番多かった日は 14 日の６回。 

（令和６年能登半島地震の地震活動と防災事項（第 96 報） 2024 年３月 18 日 24 時現在） 

 

 (５)人的・住家被害 

   〇死者   241 人（石川県） 

   〇重傷者  320 人（石川県、新潟県、富山県） 

   〇軽傷者  979 人（石川県、新潟県、富山県、福井県、岐阜県、愛知県、大阪府、兵庫県） 

   〇全壊   8,795 棟 

   〇半壊   18,761 棟 

   〇一部損壊 82,706 棟 

（消防庁情報 2024 年 3 月 19 日 14 時現在） 

 

 (６)避難所情報 

都道府県 避難所数 避難者数 

新潟県 1 2 

石川県 433 9,080 

（内閣府情報 2024 年 3 月 19 日 14 時現在） 
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２ 被災地支援活動にあたっての動き 

  ２月 22 日 生徒むけ説明会（対象：環境防災科１年 40 名、２年 36 名） 

  ２月 27 日 参加生徒選考 

  ３月１日   選考結果通知 

  ３月５日  事前指導 

  ３月 6 日  保護者説明会 

  ３月７日  災害ボランティア申込（３月 17 日分） 

  ３月 8 日  石川県災害対策ボランティア本部より参加決定通知が届く（３月 17 日分） 

  ３月 14 日 災害ボランティア申込（３月 18 日分） 

  ３月 15 日 石川県災害対策ボランティア本部より参加決定通知が届く（３月 18 日分） 

  ３月 16 日 移動日。金沢市内ホテル泊 

  ３月 17 日 現地ボランティア活動（志賀町：生徒 9 名、教員４名） 

  ３月 18 日 現地ボランティア活動（志賀町：生徒６名、教員２名） 

（七尾市：生徒７名、教員２名） 

  ３月 19 日 移動日。新神戸駅で解散 

  ３月 22 日 生徒活動報告 

 

 

３ 活動風景 

志賀町へ向かう ＠健民海浜公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーション＆マッチング ＠志賀町災害ボランティアセンター 
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志賀町での活動（３月 17 日・３月 18 日） 
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メッセージボードへ寄書 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道の駅」の様子 

 

 

 

 

 

 

休憩 ＠増穂浦海岸           活動終了後、依頼者さんからの差入れをいただく 

              ＠健民海浜公園  
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七尾市での活動（３月 18 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテルでのミーティング 
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現地のつぶやき 

「１月１日はお店を開けていなかったため、何が起こったのかが分からなかった。庭には２階の窓

ガラスの破片が飛び散っていた。もし違う日でお店をあけており、そこに誰か人がいたら間違い

なく亡くなっていた。（志賀町）」 

「（去年亡くなった猫が）地震を経験しなくてよかった。近所の猫は地震にびっくりして家を出て

しまって、野良猫化してしまっている。（志賀町）」 

「応急危険度判定もまだ来ていない。（七尾市）」 

「もっと運んでほしい物あるけど、住み慣れた家の物を捨てるのは簡単にできないからね。（志賀

町）」 

「大人になったら能登に遊びに来てほしい。こんな家もあったなと思い出してほしい。もし、この

家が建っていたら、まだ生きているんだなって。（志賀町）」 

「ピアノを元の位置に戻してほしい。（何度もやり直すが、建物が傾いていたため元通りにはなら

なかった。）（七尾市）」 

「今も掃除をしているとガラスの破片が出てくる。建物は無事だったけれど、あちこちね。（七尾

市）」 

「（発災時、）この世の終わりかと思った。（七尾市）」 

「（活動時間の制限のため、和箪笥の撤去ができなかった。）そうなのね、仕方ない。（七尾市）」 

「今日、ブルーインパルスが飛びました。些細なことではありますが、これを励みにして復旧活動

を頑張っていきます。（志賀町社会福祉協議会事務局長様）」 

 

ブルーインパルスの激励飛行（３月 18 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

偶然の出会い 

 滞在先のホテルでミーティングをしていると、災害ボラ

ンティアに来ている高校生に体験を話したいと申し出る

方がいた。その方は兵庫県西宮市在住であるが、95 歳の

母親の介護のため度々実家の輪島市に通っていた。地震

が起きた１月 1 日は実家にいた。現在、金沢市のホテル

で２次避難をされている。  

 

「おせちを食べて少し休憩をしようとしていた時に、一瞬にして家の中が瓦礫だらけになった。本

当に何が起きたのかわからなくなってしまった。でも、揺れが大きくなって地震だと分かった時
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に、すぐに母親に覆い被さって、布団を被せて頭を守った。早く揺れが収まって欲しいと何度も

願ったけど、長い時間収まらなかった。瓦礫でぐちゃぐちゃになった床を見て、上を見上げると

空が見えた。屋根が落ちたことが分かった。そのような状況で助けを何回も呼んだけど、高齢者

が特に多い町内だったので、誰もが被害にあった状況であった。そして、海から近く津波の恐れ

があったので、避難しようと思ったが、玄関から出ようと思っても開けられなかった。靴もぐち

ゃぐちゃになってどこにあるかわからない状況だった。トイレの窓のサッシを外して何とか外に

出ることができた。1 月でとても寒い中、靴もない、コートもない、靴下一枚で。そして母親は

95 歳で、母を布団で包んで外に出た。そして、マンホールから水が溢れ出して、道路も水浸しだ

った。とても早く逃げられる状況ではなかった。ようやくのことで輪島市役所に辿り着いたが、

市役所を自衛隊の基地にするから避難者は出てないといけなくなってしまった。靴もなかったの

で、地域の人に余っている靴をもらい、少しだけ足先が冷たくなくなった。そして、次の避難場

所に避難した。そこでは、DMAT（災害派遣医療チーム）などが来てくれたりしていた。そして

ようやく 2 次避難でこのホテルに泊まっている。でも、2 ヶ月経った今でも家には戻れないし、

西宮にも母親が居て帰れない。輪島には少しだけ戻れる機会があるが、道がガタガタで金沢から

片道 5 時間かかっている。帰りのバスの時間の関係で、滞在時間は 1 時間半程度ですぐに戻らな

いといけないような状況である。」 

 

 

ボランティア活動を通して（生徒レポートより） 

 私は今回のボランティアを通して主に２つのことを学びました。１つ目は「できること」と「で

きないこと」の判断をしっかりすることです。自分が出来ないことを無理やり行ってしまうと、怪

我につながるし、次の日に影響が出てしまい１００％の力でボランティアに取り組むことが出来ま

せん。ボランティアをしている中で色々な依頼をされましたが自分ができることは精一杯取り組み、

できないことはしっかり断ることで次の日のボランティアにつなげることが出来たので、「できる

こと」と「できないこと」の判断をしっかりすることが大切だと感じました。２つ目は復興の難し

さについて知ることが出来ました。今までは簡単に復興という言葉を使ってきましたが、今回のボ

ランティアを通して復興の言葉の大切さや、復興の難しさについて知ることが出来ました。今回の

ボランティアは震災から２カ月が経った石川県を訪問しましたが、現地では建物が全壊している家

や一階が潰れている家、屋根についていた瓦がはがれている家などがたくさんあり、２カ月がたっ

た現在でも復興している状態ではありませんでした。しかしある方が「復興するのに何年かかるか

分かりませんが必ず復興した街を作って見せます」と強く語ってくださった言葉を聞き、今回のボ

ランティアで終わらすのではなく継続して支援活動を行うことが大切だと感じることが出来たの

で、僕は支援活動があった際には必ず参加して少しでも石川県の街の復興に貢献出来たらよいなと

感じました。最後にこのボランティアを通して、私は貴重な経験をさせていただくことが出来まし

た。だからこそ今回のボランティアで活動した内容を忘れてはいけないし、石川県の現状を周りの

人にも伝えていかなければならない存在であると考えました。だからまずは自分の身近にいる人か

ら伝えていくことで少しでも石川県の町の復興に協力してくれる人が増えるのではないかと考え

たので、私は自分なりの言葉で多くの人に発信していきたいと思いました。（１年男子） 
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 この 4 日間の活動を終えて、率直に思うことは本当にまだまだ復興は厳しいということだ。ボラ

ンティアは一回きりで終わらずに継続することが大切なので、何度も何度も機会があればまた帰ろ

うと思った。私がこの 4 日間で一番成長できたと思うのは、周りを見られたということ。3 日目に

リーダーとして任され自分自身の言葉、発言がとても責任があると感じ、何かを誰かに伝えるのも

とても難しいことがわかった。これは日常の生活や語り継ぐことと同じで、相手にどうわかりやす

く簡潔に伝わるのかを改めて考え直すことができた。今回生徒 9 名で来て、次回行く際には全員が

リーダーになって動けると思うので、環境防災科全員が行った時には率先して一番に動けると思う。

まだまだ、復興は難しいと思うが 1 日でもはやく復興できるよう石川に帰りたいと思った。 

（２年男子） 

 

 

行ってみると、想像以上に復旧していなかった。所々に水を補給するところがあり、水が通って

いない場所もあった。道路はガタガタでマンホールが飛び出ていて、車を乗っているときはアトラ

クションかと思うぐらいだった。車のタイヤがパンクするなど道路がきれいなことのありがたみを

感じた。仮置き場に行くと山盛りの廃棄物があり、これを処理するのも時間がかかりそうだと思っ

た。現地に行ってみて、復興とよく言われるが、まず復旧することが難しく大変だと感じた。ボラ

ンティアをして、ボランティアセンターは全国の社会福祉協議会の方が運営しており、ボランティ

アに来ている方々も各地から来ており、たくさんの人が関わっていると身にしみて感じた。社会福

祉協議会の事務局長の方からは「少しずつでも復興して、復興した志賀町を必ず見せます」と力強

いお言葉をいただいて、社会人になったらもう一度行きたいと思う。街を見ていて、崩れている家

は古い家ばかりで、新しそうな家は崩れていなかったから、家の耐震（ハード面）がどれだけ大事

かということを感じた。ホテルでは、1 月 1 日に輪島で被災者した方にたまたま出会うことができ、

お話を聞かせていただいたが、話し方からどれだけすさまじく揺れたのかを感じた。家の中は一瞬

でぐちゃぐちゃになり、その下敷きになったそうだ。家から避難しようとしても、ドアが開かず、

トイレの窓から家を出たときいた時はびっくりした。写真を見せていただいたが、私たちがボラン

ティア活動したところでは見たことのない家のつぶれ方をしていた。現在は金沢のホテルで毎日支

給される弁当などを食べて 2 次避難しているそうだ。（２年男子） 

 

 

私が能登半島での被災地支援活動を通じて感じたことは、復興までの難しさです。志賀町に車で

活動場所まで向かうと、地面が割れてゆれるという場所が所々あったり、町の家を見てみると瓦が

ずれていたり、屋根にブルーシートがある家をたくさん見ました。飲食店なども同じ状況であまり

営業しているお店はありませんでした。復興するためには、ひとりだけでなく、周りの人々が力を

合わせる必要があると思いました。（２日間で）4 軒の家に行って、どの家もたくさんのものを捨て

られていました。使い古された椅子だったり、古いふすまだったり、CD だったり、お皿だったり、

その持ち主にとっては宝物で捨てるのには大きな決断をしたと思います。それが、前に進もうとし

ているように感じられ、とても元気をもらいました。また町のコンビニやお店には「がんばろう能

登」という紙が貼っていてとても心が温かくなりました。また、自分の無力さも感じました。例え

ば重いものを運んだりするときです。重いものを運んだりするとき、どうしても姿勢がよろついて

次の人にわたしにくくなったりして迷惑をかけてしまったのではないかと沢山考える場面があり



― 9 ― 

ました。そんなとき男子が変わってくれたりして、活動しているのは自分だけじゃないからもっと

頼って力を借りることで効率よく出来ることを感じました。これからは、自分の弱みを受け入れつ

つほかの人と協力してよりよい支援活動を行いたいと考えました。8 月にももしかしたら被災地支

援に行く機会があるかもしれないので今回の反省を生かしていきたいと思います。（１年女子） 

 

 

今回の活動を振り返り、今までで一番濃い 2 日間だったと感じました。自分ができるかできない

かの判断はとても難しかったし、ここで断ったら家主がとても、悲しんでしまうのじゃないかと思

ったりもしてしまいました。気持ちを全て整理して言葉に吐くってなると、とても難しいのですが、

自分なりにまとめて語り継いでいきたいなと思いました。ボランティアの概念というのがとても難

しくて、全てをやることはまた違うし、でも何もやらないっていうのも違うので、とても難しいな

と感じました。でも、この 2 日間で大きく成長できたと感じました。今回は短期間でボランティア

を行ったけど、現地に住んでいる方々は毎日がそのような状況なのだということは忘れてはいけな

いと思いました。被災者の心と傷はまだまだ癒えていないと感じたし、その傷を治す時っていつな

んだろうと考えるとまだまだ先だと思いました。復旧することが最優先で、心がまだまだ治ってい

ないのに、瓦礫の片付けなどを行うのはとても苦しいことだし、思い出したくもないと思っている

と思うと、もう一度私たちが現地に行って人々と関わっていくことをしっかりとしていかないとい

けないと感じました。（２年男子） 

 

 

実際に志賀町にボランティアで入って、まちを見てみると道路はひびだらけで歩ける状態ではな

い所や、倒壊したままの家屋もあり、本当にここで地震が起きたのだという事実を突きつけられた。

初めて自分の目で見た被災地の状況は言葉に出来ないほど衝撃だった。２日目はリーダーという役

割を任せていただいた。依頼主やボランティアセンターと連絡を取り合ったり、依頼書の内容の共

有などを行ったりした。活動している中で依頼主の方から「どこから来たの？」と聞かれ「兵庫県

から来ました」というとわざわざ遠いところから来てくれてありがとうと何度も感謝のお言葉を言

ってくださった。活動が終わって依頼主の方に挨拶すると、涙ぐんで何度もありがとうございまし

たと言ってくださったので私たちの活動が少しでも志賀町の方の力になれてよかったと感じた。今

回は９人という限られた人数で貴重な体験をさせていただいた。被災地はまだまだ復興途中なので

遠い神戸から直接的な支援はできなくても、自分にできる支援を続けていきたいと思う。 

（２年女子） 

 

 

ボランティア初日、全て分からない状況で、作業に取り組み、自分なりに判断して自分の役割を

理解して行動することができた。飲食店などは被害が大きくて、人数がとても必要になるけど、そ

こだけに人数をかけていたら他の依頼の場所が作業できなくなることが分かって、ボランティアの

人数がもっともっと必要だと分かった。慣れないことをする大変さしんどさを実感して、慣れない

生活をしている被災者の方々がどれだけ苦労しているかを少しだけなら理解出来たと思う。 

2 日目、七尾市のボランティアでリーダーという役を任されて、初めは正直出来ると思っていた

が、いざ本番、依頼者の方に電話をかけたり、メンバーに指示したり、本部に無線で連絡したり、
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依頼者の方とお話をする際に本当にほぼ何も出来なかった。無線が使えないトラブルが起きた時も

無線を直すのが先なのか、作業に取り組むのが先なのか、優先順位の判断が全く出来なくて悔しか

った。電話や無線で現状を伝える時も自分の思っていることをまとめて言葉にするのがとても難し

くて苦労した。この体験からリーダーはとても大変だけど絶対に必要であることを改めて実感する

ことが出来た。2 日目の夜、実際に被災者の方からお話を聞いて当時のリアルな状況とかを知るこ

とが出来た。トイレの窓を割ってそこから家を逃げ出したお話にとても驚いた。一次避難の場所が

市役所だったが、市役所が自衛隊の基地になるためそこから追い出されたという話を聞いて、それ

はダメだと思った。他にも写真などを見せてもらって、本当に辛かった日常が伝わってきたし、今

もまだ 2 次避難をしていて、大変なのが分かって悲しかった。神戸に戻ってきて、車に乗っている

時に石川県で車に乗って行動していた時の町の風景と勝手に比較してしまい、色々な事を考えてし

まって涙を流してしまった。被災地はまだ全然町は復興していなくて、まだまだ支援が足りていな

いし、私自身今回行かせていただいたけど、絶対にまた行かなければならないと思った。 

（２年男子） 

 

 

志賀町での活動で、２軒目のお宅は途中から応援に入ったが、お皿の数が多くて片付け終わるの

に時間がかかった。重たい冷蔵庫などを持てない人はお皿を運ぶなどして、自分のできることを探

して活動することができた。仮置き場に何度も同じ道で行っていたけれど倒壊した家を見るたびに

心が痛くなったし、まだまだこれからも活動をし続ければならないなと思った。 志賀町でのボラン

ティアを振り返って瓦の被害が多いなと感じた。ほとんどの家の屋根が壊れて下に落ちていたし、

壁もはがれているところや、家の軸となる柱だけが残っていてそれ以外は全部壊れている家もあっ

た。 ２日目は七尾市で活動した。I さん宅では壊れたコンクリートやガラスの撤去を行った。コン

クリートについていた鉄の棒が邪魔で撤去することが難しかったけれど、資機材を取りに戻って、

撤去することができた。I さんの隣の家の方に「これも持って行ってほしい」と頼まれたが、要望

に応えることができなくて悔しかった。一回の支援では絶対に終わらないと思った。次の M さん

宅では壊れたブロック塀の撤去と搬出を行った。依頼者の M さんは軍手も何もせずに一緒に作業

をして、「休んでいてください」と言っても大丈夫と言って活動してとても強いなと思った。                                              

初めて自分の足で被災地に入り活動したことで見えなかったところまで見えた。まだまだ復興して

いくのに時間がかかると思うので兵庫でもできることを考えて、支援することを続けようと思った。 

（１年女子）  

 

 

まず、学校生活がある中で被災地支援活動をさせていただいて、ありがとうございました。 

 ２日間活動をさせていただいて、人と人とのつながりを何度も感じました。普段から同じような

言葉を使うことはあるけれど、体験しないのと、実際に目で見て体験し感じるのでは発する言葉の

重みが違いました。ボランティアセンターでは「どこから来たの？」とたくさん声をかけていただ

きました。お話をすると東京や岩手、鳥取、香川などたくさんの方が能登半島のことを思って集ま

り、人と人とのつながりの大切さを身にしみて感じました。全国各地からボランティアや行政の方

が集まり、現地の方ともコミュニケーションをとらせていただいて、繋がったご縁は切らせたくな

いと思いました。「復興した街を」というお言葉を何度も聴いて必ず戻ってきたいと思いました。２



― 11 ― 

日目の七尾市ではボランティアセンターに仮設トイレが設置されていました。和式便器の上に洋式

便座をかぶせていたので、いつものトイレと感覚の違いはほとんどありませんでした。いつもと違

うところは、トイレの外にあるバケツの水を直接流し込んでペダルを踏むことでした。１回使った

だけだったため、このような形もあると知ることができました。でも、このトイレを何か月も使う

と想像すると、トイレに行きたくなくなりました。そして、いつも使っている水洗トイレがどれだ

けありがたいのかわかりました。 

 ボランティアは、私にとって非日常のことを日常にされている方の生活にお邪魔させていただく

ことなので、言葉の選び方や使い方に悩むことが何度もありました。災害ボランティアは重たい家

具を撤去したり、コンクリートを片づけたりするイメージが強く、男性の方が頼りにされやすいし、

女性の私でもできることってあるのかと思っていました。実際、「男の子のほうがいいかな」と言わ

れることが何度もあって、力になれないことに申し訳ないと思いました。でも、ボランティアの私

がそんなことを思っていいのかとも考えてもやもやしました。一人一人のお宅にそれぞれの状況や

ニーズがあって、お顔をみて目を見て会話をさせていただいて、簡単に被災者とひとくくりにでき

ないと思いました。１軒たった数時間の関わりだったけれど、皆さんとても優しくして下さって、

私なんかがこんなに感謝されていいのか不安になりました。でも、笑顔をたくさん見せていただい

てお相手の方に少しでも力になることができたのかもしれないと思ったし、最大限の力で関わらせ

ていただけてうれしかったです。車での移動中に凸凹の道や全壊したお家をみて、心が締め付けら

れるようになりました。でも、ボランティアをする時間は流れていくし、何もつらい思いをしてい

ない私がこんなことを思ったらいけないのかもしれないと考えて、自分の気持ちを無視してしまう

ことがありました。初めての被災地ボランティアで自分の中でのみ込めていないことが多く、すぐ

言葉に表せないことばかりだけれど、参加していない人には必ず声を届けたいと思いました。そし

て、いつか必ず戻りたいと思いました。（２年女子） 
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４ 神戸からできる被災地支援活動 

 

〇募金活動の記録 

  令和６年１月 12 日(金) ＠1.17 震災メモリアル行事（生徒 31 名） 

  令和６年１月 14 日(日) ＠垂水駅前（生徒活動部 31 名） 

  令和６年 1 月 15 日(月) ＠校内（生徒 17 名） 

  令和６年１月 16 日(火) ＠校内（生徒 22 名） 

  令和６年１月 17 日(水) ＠校内（生徒 13 名） 

              ＠ひょうご安全の日のつどい（環防 22 期生 39 名） 

  令和６年 2 月 3 日(土)  ＠垂水体育館（防災イベント内）（生徒 12 名） 

  令和６年３月２日(土)  ＠垂水駅前（生徒 42 名） 

  令和６年３月 17 日(日) ＠ブランチ学園都市（防災イベント内）（生徒 20 名） 

  令和６年３月 20 日(祝) ＠吹奏楽部定期演奏会 

 

 

被災された方々のために、皆様から心温まるご厚志を賜り、 

心からお礼申し上げます。 

皆様からのご厚志は、次の団体にお届けいたしました。 

「石川県（令和６年能登半島地震災害義援金）」 

「志賀町社会福祉協議会」 

「七尾市社会福祉協議会」 

 「CODE 海外災害援助市民センター」 
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 〇環境防災科 20 期生からのメッセージ 

  メッセージは、令和 6 年 1 月 19 日時点の状況に基づいて作成しています。 
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災害ボランティア活動の注意事項 

１ 活動上の注意について 

（１）活動の際には、依頼人数に応じてグループを編成し、グループリーダーを決めます。そして、活

動内容などを記載した「活動依頼書」と「現地の地図」を受け取ります。グループ編成後は、「活動

紹介票」にグループ員の名前と連絡先を記入して、提出をします。 

（２）地震から２カ月以上経過しても多くの方の生活再建が困難な状況です。活動先では、依頼者の気

持ちを大切に、声掛けなど配慮をしてください。 

（３）活動中は、粉じんや感染症対策で、マスク着用、ヘルメッ着用してください。 

（４）現場で、ボランティア依頼者との違いや変更・追加などがあった場合や、依頼先での活動が危険

な場合や自分たちの手におえないような場合は、対応を自分で判断せず、必ず「ボランティアセン

ター」に電話を入れて相談してください。 

（５）ゴミの運搬や、ゴミ処理場での荷下ろし順などは、「災害により発生したごみの出し方について」

をご参照ください。 

（６）被害現場の写真撮影は禁止です。仮に依頼主から了解を得たとしても、プライバシー保護の観点

から、SNS やインターネット上に公開することはしないでください。（記録写真として職員が撮影

します） 

（７）活動先では、依頼者の方に直接会って、「ボランティアセンターから来ました」と必ず伝えてくだ

さい。 

（８）ご自身で出されたゴミについては必ずお持ち帰りください。 

（９）資材の貸し出しについては、「活動依頼書」をご確認のうえ、「資材班」にて受け取り、資材種類・

数を確認してください。 

（10）活動先は断水によりトイレが使用できない場合があります。活動には出発する前にはトイレを済

ませておいてください。 

 

２ 活動終了後の対応 

（１）（送迎バスをご利用の方）活動先で活動を終えたら、「活動が終了したので、送迎をお願いします」

と、必ず「ボランティアセンター」に電話を入れてください。 

（２）ボランティアセンターに到着したら、リーダーがグループのメンバー全員の到着を確認後、活動

依頼書の「活動報告」欄に必要事項を記入して、【マッチング・オリエンテーション班】のスタッフ

に提出してください。活動先で使用した資材種類・数の確認をお願いします。 

 

３ その他 

（１）バスに乗車後、速やかにスマートフォン等で下の２次元バーコードを読み込み、参加登録（名前・

住所・保険加入の有無等の記入）をしてください。 

＊団体参加の場合でも、各自参加登録が必要です。 

（２）２次元バーコードによる登録不可の方は、9：00 以降に県ボランティア本部に電話で、名前・性

事前配布資料 
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別・年代・携帯電話番号・郵便番号・住所・ボランティア保険加入の有無をお知らせください。 

（３）ボランティアの心得について 

  ア ボランティアの特性・原則を理解しよう 

    ボランティアは自主的・自発的に自らの責任により、社会の抱える問題や課題を解決しようと

する人たちのことです。この特性・原則のもと、被災者や被災地の自立、復旧に向けて取り組む

活動が災害ボランティア活動です。 

  イ 勝手な行動・単独行動は厳禁  

    非常に危険な場所での活動との認識のもと、現地に設置されている災害ボランティアセンター

や行政等の公的機関の指示に従い、活動してくだい。また、活動する際は、必ず２人以上で行動

し、単独行動は絶対にやめてください。 

  ウ 被災者の立場に立って接する 

    「頑張ってください」「大変ですね」など、被災者との立場の違いを明確にするような言葉は慎

み、相手の立場に立って接するように心がけましょう。 

  エ プラバシーを守る 

    活動先で知り得た被災者の個人的な情報は他言せず、プライバシーを守ってください。 

  オ 災害ボランティアは多種多様・日々変化 

    現地では、全国から多くのボランティアが来て活動しており、その活動は日々変化しています。

また、天候などによって活動が制限されるものもあります。自分が望まれるような活動ができる

とは限りません。 

  カ できること、できないことをはっきりと 

    いくら、無償のボランティアと言え、「できる」「できない」と言ったことは、責任が発生しま

す。自分の体調・能力などを考慮し、できること、できないことをはっきりと言いましょう。 

  キ 謝礼（金品）は断って 

    被災者の中には、ボランティアしてくれたことに申し訳なく思ったり、感謝の意で謝礼を渡す

方がいますが、ボランティアは無償です。 

 

（現地ボランティアセンター配布資料より作成）  
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令和６年３月１日 

環境防災科 

 

令和６年能登半島地震 被災地支援活動実施要項 

 

１ 目的   

能登半島地震被災地域での災害ボランティア 

 

２ 協力機関   

日本財団 

  石川県災害ボランティアセンター 

 

３ 参加者  

環境防災科生徒９名（2年生男子４名・女子２名、1年生男子１名・女子２名） 

  引率教員４名 

 

４ 日程  

令和６年 3月 16日（土）～19日（火） 

３月 16日（土） 15:16 JR新神戸駅発（新大阪駅乗換）→18:27 JR金沢駅着 

ホテル泊  

17日（日） 

18日（月） 

6:45  金沢駅西口発 

11:00 現地着 

16:00 現地発 

19:45～21:15 金沢駅西口着 

ホテル泊 

19日（火） 9:05 JR金沢駅発（敦賀駅乗換）（京都駅乗換）→11:53 新神戸駅着 

解散 

 

５ 宿泊場所 

  ホテル金沢 石川県金沢市鞍月 1-1-1 （部屋はダブルまたはトリプル） 

 

６ 活動内容 

（１）想定される活動 

災害ゴミの片付け、運搬、支援物資の仕分けなど、ボランティアセンターと連携し、現地の

ニーズに応じて活動する。 

（２）活動場所 

   団体ボランティアの受け入れをしている市町は、輪島市、七尾市、志賀町。（2/29現在） 

 いずれかの市町に申込みを行う。 

資 料 
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７ 費用 

  日本財団に助成金の申請をしており、交通費（新神戸－金沢）、宿泊費が補助される予定。 

   ＊交通費 ￥19,380、宿泊費 ￥20,000 

  新神戸駅までの交通費、現地での食事代金等は個人負担。 

 

８ 活動までの流れ 

  ３月５日（火）12:30～13:00 事前指導（環境防災科情報室） 

    ６日（水）18:00～ 保護者会（環境防災科情報室） 

    7日（木）頃 石川県災害対策ボランティア本部より募集がかかり、活動予約をする。 

    ８日（金）頃 参加決定通知が届く。 ＊通知が届かない場合は、活動できない。 

    15日（金）放課後 最終連絡会 

 

９ 準備等 

（１）ボランティア活動保険に加入（天災・地震補償プラン）￥500 

事前（被災地に向かう前）に、最寄りの市区町村社会福祉協議会で、ボランティア活動保険

加入の手続きを行う。 

（２）持ち物（石川県のボランティア情報で示された持ち物） 

   動きやすい服装、厚手で長めのゴム手袋（防刃が望ましい）、マスク（防塵が望ましい）、 

   昼食・飲み物、防寒着、内履き（使い捨てスリッパ等）、カッパ、 

   安全靴または運動靴（持っていれば踏み抜き防止のインソール）、防塵ゴーグル（あれば） 

   その他、必要な物は各自で用意する。 

 

10 その他 

（１）集合場所は、金沢駅西口または県民海浜公園である。 

（２）集合場所から活動場所までは、県ボランティアセンターのバスで移動する。 

（３）宿泊ホテルは、金沢駅東口から徒歩５分の場所にある。 

（４）金沢駅構内にセブンイレブンがあり、食事の購入等で利用できる。 

（５）ホテル真横の商業施設には飲食店が入っており、21:00まで営業している。 

   この他、駅ビルの中にも飲食店がある。 
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令和６年能登半島地震 被災地支援活動 しおり 
 

1  目的    能登半島地震被災地域での災害ボランティア 

 

2  活動内容   災害ゴミの片付け、運搬など 

 

3  日時 令和６年３月 16日（土）～ ３月 19日（火）  ３泊４日 

 

4  活動場所  志賀町、七尾市 

 

5  宿泊場所  ホテル金沢 （石川県金沢市鞍月１－１－１） 

 

6  交通手段  新幹線・特急サンダーバード（新神戸⇔金沢）、ボランティアセンターバス 

        レンタカー（教員が運転） 

 

7  参加者   

1 舞子高等学校環境防災科 2年 男 川中 蒼空 

2 舞子高等学校環境防災科 2年 男 坂本 逞斗 

3 舞子高等学校環境防災科 2年 男 永浜 翔太 

4 舞子高等学校環境防災科 2年 女 橋口 彩葉 

5 舞子高等学校環境防災科 2年 女 森田 悠 

6 舞子高等学校環境防災科 2年 男 横田 翔星 

7 舞子高等学校環境防災科 1年 男 片山 暖人 

8 舞子高等学校環境防災科 1年 女 岸 宥里 

9 舞子高等学校環境防災科 1年 女 二宮 杏樹 

10 舞子高等学校 主幹教諭 引率 男 小野 賢一 

11 舞子高等学校 主幹教諭 引率 女 篠原 牧子 

12 舞子高等学校 教諭 引率 女 鈴木 あかね 

13 舞子高等学校 教諭 引率 男 廣井 裕大 

 

8  費用 交通費 19,380円、宿泊費 20,000円 

＊助成金の申請中ですが、個人負担となる場合は後日徴収します。 

        新神戸駅までの交通費、現地での食事代等は個人負担。 

 

９ 服装    １日目・４日目（華美でない服装・私服）  

        ２日目・３日目（動きやすい、汚れてもかまわない服装）  

 

10 持ち物 しおり、筆記用具、メモ帳、現金（食事代等）、保険証、軍手、厚手で長めのゴム手袋、 

マスク、防寒着、帽子、内履き、カッパ、安全靴または運動靴、ヘルメット、環防ベスト 

着替え（就寝用も含む）、タオルまたはハンカチ、ビニール袋、必要な洗面用具 

その他、各自で必要なもの 
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11 日程（詳細） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 16日（土） 

時 間 内     容 備 考 場 所 

14:45 新神戸駅集合・点呼  新神戸駅改札口 

15:16 

15:28 

のぞみ 98号 新神戸発 

のぞみ 98号 新大阪着 

自由席  

15:44 

17:00 

サンダーバード 31号 新大阪発 

サンダーバード 31号 敦賀着 

指定席  

17:08 

17:49 

つるぎ 32号 敦賀発 

つるぎ 32号 金沢着 

指定席  

18:00 ホテルチェックイン・諸連絡 

【部屋割】 708号室 横田・永浜・片山 

      706号室 川中・坂本 

      710号室 橋口・森田 

      712号室 岸・二宮 

 ホテル金沢 

 各自で夕食をとる。 

２日目の朝食・昼食を準備しておく。 

入浴、就寝準備（21:00には部屋に戻ること） 

 適宜 

ホテル金沢泊 

３月 17日（日） 

時 間 内     容 備 考 場 所 

6:20 

6:30 

集合・点呼 

出発 

 ホテル１階ロビー 

 移動 レンタカー 県民海浜公園 

7:30 

9:30 

 

 

 

16:00 

17:00 

健民海浜公園発 

志賀町着 

 

＊現地での活動は VCの指示に従うこと。 

 

志賀町発 

健民海浜公園着 

VCバス  

 移動 レンタカー  

18:00 ホテル着・ふりかえり  ホテル金沢 

 各自で夕食をとる。 

３日目の朝食・昼食を準備しておく。 

入浴、就寝準備（21:00には部屋に戻ること） 

 適宜 

ホテル金沢泊 
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３月 18日（月） 【七尾市】 

時 間 内     容 備 考 場 所 

6:15 集合・点呼  ホテル１階ロビー 

 移動 レンタカー 県民海浜公園 

7:00 

9:00 

 

 

 

16:00 

18:00 

健民海浜公園発 

七尾市着 

 

＊現地での活動は VCの指示に従うこと。 

 

七尾市発 

健民海浜公園着 

VCバス  

 移動 レンタカー  

19:00 ホテル着 

志賀町組と合同でふりかえり 

 ホテル金沢 

 各自で夕食をとる。 

４日目の朝食・昼食を準備しておく。 

入浴、就寝準備（21:00には部屋に戻ること） 

 適宜 

ホテル金沢泊 

３月 19日（火） 

時 間 内     容 備 考 場 所 

8:30 集合・点呼  ホテル１階ロビー 

9:05 

10:02 

かがやき 13号 金沢発 

かがやき 13号 敦賀着 

指定席  

10:14 

11:32 

サンダーバード 14号 敦賀発 

サンダーバード 14号 新大阪着 

指定席  

11:41 

11:53 

のぞみ 19号 新大阪発 

のぞみ 19号 新神戸着 

新神戸駅で解散 

自由席  

３月 18日（月） 【志賀町】 

時 間 内     容 備 考 場 所 

6:15 集合・点呼  ホテル１階ロビー 

 移動 レンタカー 県民海浜公園 

7:30 

9:30 

 

 

 

15:00 

17:00 

健民海浜公園発 

志賀町着 

 

＊現地での活動は VCの指示に従うこと。 

 

志賀町発 

健民海浜公園着 

VCバス  

 移動 レンタカー  

18:00 ホテル着 

七尾市組帰着後（19:00以降）、ふりかえり 

 ホテル金沢 

 各自で夕食をとる。 

４日目の朝食・昼食を準備しておく。 

入浴、就寝準備（21:00には部屋に戻ること） 

 適宜 

ホテル金沢泊 
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